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TNFD関連指標の追加

国家戦略の目標要素
指標区分

A指標 B指標 C指標
大区分

事業活動による生物多様性
への負の影響の低減

環境負荷
国内の事業活動を通した日本全体のエ
コロジカルフットプリント
国内の事業活動を通した日本全体のマ
テリアルフットプリント（一次資源等価
換算した天然資源等投入量 ）

事業活動による生物多様性
への正の貢献の拡大

技術・サービス
環境産業（自然環境保全）の市場規模

保全への関与 自然共生サイトのうち、企業が申請者
であるサイトの数
棚田オーナー制度の協定件数

企業や金融機関の生物多様
性関連リスクの低減、及び持
続可能な生産形態を確保す
るための行動の推進が着実
に進んでいる

経営・戦略 TNFDのガバナンス・戦略・リスクとイ
ンパクトの管理に関する項目の開示を
している日本企業数

経営方針等へ生物多様性を組み込んだ
企業割合

目標設定 TNFDの指標と目標に関する項目の開
示をしている日本企業数

生物多様性に関する合理性の高い目標
を設定している企業割合

情報開示 TNFD開示をしている日本企業数 生物多様性に関する情報開示を行って
いる企業割合（数）

環境省 (2025) : サステナビリティ（気候・自然関
連）情報開示を活用した経営戦略立案のススメ〜
TCFDシナリオ分析と自然関連のリスク・機会を経営
に織り込むための分析実践ガイド ver2.0〜に基づ
き環境省にて作成した3指標を追加した。
※詳細は資料2-2の付属書p.312～315、317～

318、320を参照
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経営・戦略

A: TNFDのガバナンス・戦略・リスクとインパクトの管理に関する項目の開示をしている日本企業数

C：経営方針等へ生物多様性を組み込んだ企業割合

※A,B,CはTNFD開示提言のガバナンスに関する項目を示す。詳細は資料2－2を参照。 ※A,B（B‘),C,DはTNFD開示提言の戦略に関する項目を示す。詳細は資料2－2を参照。

※A,B,CはTNFD開示提言のリスクとインパクトの管理に関する項目を示す。詳細は資料2－2を参照。
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目標設定

情報開示

A: TNFDの指標と目標に関する項目の開示をしている日本企業数 C：生物多様性に関する合理性の高い目標を設定している企業割合

A: TNFD開示をしている日本企業数 C：生物多様性に関する情報開示を行っている企業割合（数）

※A,B,CはTNFD開示提言の指標と目標に関する項目を示す。詳細は資料2－2を参照。



国家戦略の目標
要素

指標区分 中間提言時点の指標数
現在の傾向（短期トレンド）

指標詳細
（資料2-2付属
書掲載ページ）

評価結果
大区分 Ａ Ｂ Ｃ

事業活動による
生物多様性への
負の影響の低減

環境負荷 2 0 0 改善傾向 p.307～

事業活動による
生物多様性への
正の貢献の拡大

技術・サービス 1 0 0 増加傾向 p.309～

ー

保全への関与 0 0 2 ー p.310～ ー

企業や金融機関
の生物多様性関
連リスクの低減、
及び持続可能な
生産形態を確保
するための行動
の推進が着実に
進んでいる

経営・戦略 1 0 1 増加傾向 p.312～ ー

ー目標設定 1 0 1 増加傾向 p.317～ ー

情報開示 1 0 1 増加傾向 p.320～ ー
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総合評価
状態目標3-2 事業活動による生物多
様性への負の影響の低減、正の影響の
拡大、企業や金融機関の生物多様性関
連リスクの低減、及び持続可能な生産
形態を確保するための行動の推進が着
実に進んでいる

【現在の傾向（短期トレンド）】

状態目標3-2の総合評価の変更

下線：主に評価に用いた指標

ー

中間提言時点の指標数 主に評価に用いた指標数

A指標 6個（55％） 6個（100％）

B指標 0個（0％） 0個（0％）

C指標 5個（45％）
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